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１．研究の背景
（１）　わが国におけるキャリア教育の歩み
文部科学省では，変化の激しい社会で生きていく
子どもたちに「生きる力」を育むため，キャリア教
育を重要な柱の一つとして教育政策を進めてきた。
2002年には，国立教育研究所「児童生徒の職業
観・勤労観を育む教育の推進について（調査研究報
告）１）を受けて，４能力８領域を通して職業観・勤
労観を育んできた。しかし，その後に厚生労働省が
公表した「就職基礎能力」２），経済産業省「社会人
基礎力に関する研究会―中間まとめ」３），内閣府「人
間力」戦略研究会４）が公表され，学校教育と社会
が求める人材像の間における齟齬が明らかになって
きた。
このような課題に対応するために中央教育審議会
は「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の
在り方について」（2011）５）を公表し，キャリア教
育の定義を，「一人一人の社会的・職業的自立に向
け，必要な基盤となる能力や態度を育てることを通
してキャリア発達を促す教育」として提示した。そ
して，具体的にめざす教育内容として，基礎的・汎
用的能力を示した。
（２） 特別支援教育におけるキャリア教育の取組
特別支援教育に「キャリア教育」の文言が初めて
使われたのは2009年の指導要領の改訂であり，今ま
でのキャリア教育を見直す契機となった。
特別支援教育におけるキャリア教育は進路指導と
してすでに取り組んでいると思われていた。社会に
出て働ける生徒を育てるために，知的障害を中心と
する現場体験実習を重視してきた歴史があり，成果
を上げてきた。その進路指導は，出口指導に重点が
置かれ，比較的障害の軽い生徒が職場にあったスキ
ルを身に付けるための指導という考えが強かった。
しかし，文部科学省　中央教育審議会（2011）の
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答申５）で示された内容は，「ライフキャリア」の考
え方であり，その目指すところは人生の質を高める
ために行われる教育である。
この答申では，「キャリア教育は，特定の教育活
動や体験だけでなく，教育課程全体を通して取り組
まれるものであること，生徒一人一人のキャリア発
達を包括的に捉え，その発達を支援する教育である
こと，生徒一人一人が学習や，生活上の経験を自ら
意味づけ価値づけし，取り組む主体的な教育であ
る」という視点が示された。
（３）　特別支援教育におけるキャリア教育の課題
特別支援教育におけるキャリア教育は，従来から
取り組まれてきた作業学習を含む，より広い教育活
動を指しており，児童生徒一人一人の障害特性を踏
まえて，キャリア発達を支援するという視点から，
児童生徒本人を中心とした指導を，考えていく必要
がある。
生徒が仕事に就いても，働き続けることができず
に転々と移ってしまうという問題や，家にこもって
しまうという問題，仕事を得ることができない（働
きたいと思っているのに）という問題もある。これ
らの問題を考えた時，それらは彼らの人間関係をめ
ぐる心のありようや理解の仕方に関連しているよう
に思われる。そのため，これまでの職業観・勤労観
中心の指導から，社会性や彼らの心を育てるプログ
ラムを導入した教育支援プログラムが必要であると
考えられる。
知的障害者に対する４領域８能力の指導内容のプ
ログラム枠（試案）６）では，指導内容がかなり具体
的に提示されているものの，基礎的・汎用的能力に
対応したプログラム枠は現段階では示されていな
い。発達障害のある生徒に対しては，具体的，系統
的に示されているものはまだ示されていない。
２．研究の目的
上記のようなキャリア教育の取組に関する課題認
識を踏まえて，本研究では，中学校・高等学校にお
ける発達障害のある生徒に対する社会性発達支援プ
ログラムを開発することを目的とした。
３．方法
本研究では，中学校・高等学校における発達障害
のある生徒に対する社会性発達支援プログラムを開
発するために，まず，次のことを検討することとし
た。
①基礎的・汎用的能力の検討
②学校卒業後，就職して５年以上同じ職場で働き続
ける人と，仕事を辞めてしまう人との差異を生じ
る要因の分析
①については，発達障害のある生徒のための社会
性発達支援プログラムを開発するためには，まず基
礎的・汎用的能力の内容を検討する必要があると考
えたためである。
②については，就職後に働き続けることのできる
人と仕事を辞めてしまう人との間にどのような違い
があるのかを分析し，どのような要因があるのかを
明らかにすることにより，社会性発達支援プログラ
ムの開発に役立てることができるのではないかと考
えたためである。
そして，これらの検討結果を踏まえて，社会性発
達支援プログラムを作成し，さらに指導内容を具体
化し，指導する際の教師の指導における配慮点を明
確にすることした。
４．結果
　4. 1　基礎的・汎用的能力の検討
文部科学省は，分野や職種にかかわらず，社会
的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力とし
て「人間関係・社会形成能力」「自己理解・自己管
理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能
力」の４つ５）をあげた。これらの能力は，包括的
な概念であり，それぞれが独立したものではなく，
相互に関連・依存した関係にある。
基礎的・汎用的能力を形づくる要素は，図１で示
した関係性から成り立っていると考えられる。中で
も中核にあるのは人間関係である。人間関係はコ
ミュニケーションと密接な関係をもつものである。
人が集まるところにコミュニケーションは生まれ
る。コミュニケーションを通して人を理解し，そし
てわかる自己理解，他者理解がある。人間関係の形
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成である。その中で，どんなことであれば自分にで
きるかなどの役割が分かり，貢献を体験していく。
また，コミュニケーションする中で起こってくる
問題から自己と他者の調整などの必要性を理解し，
自己のキャリアプランニングの見直しに繋がってい
く。図１では矢印で示してあるが，これらの能力
は，全体として個のキャリア発達に向かって進んで
いく力となるととらえることができる。
2002年に示された「キャリア発達にかかわる諸能
力」（４領域８能力）と「基礎的・汎用的能力」の
違いについて比較すると，「基礎的・汎用的能力」
は新しい能力論の登場ではなく，「４領域８能力」
をめぐる実践上の課題を克服し，よりよい実践に向
けての改善を図るための枠組みと考えることができ
る。基礎的・汎用的能力では４領域８能力では前面
に出されていなかった「課題対応能力」と焦点化さ
れていなかった「自己管理」の側面，例えば，忍耐
力や，ストレスマネージメントなどが重視されて
いる。特に，基礎的汎用的能力の「課題対応能力」
は４領域・８能力で示されている「計画実行能力」
「課題解決能力」と密接なつながりがあるように考
えられるが，ここでは，理想論ではなく，より現実
的な「課題対応能力」を求めており，今ある自分の
状況を変える視点をもつという点がポイントとなっ
ている。
　4. 2　学校卒業後就職して, ５年以上同じ職場で
働き続ける人と，仕事を辞めてしまう人との差
異についての分析
桑田７）らは，知的障害や発達障害のある人が働
き続けることができるための能力・態度について研
究した。その中で学校卒業後同じように就職したの
に，５年以上働き続けることができた人と，辞めて
しまう人の違いはどこにあるかについてアンケート
調査を行っている。
調査項目を６つのカテゴリー別に分け，カテゴ
リー別に主因子法・プロマックス解し，信頼性の高
かったカテゴリー別因子尺度に名称をつけた。その
中で「規律」「自律」「従順」「自己理解」「対人行
動」「言語化」「周囲の理解」「対人参加」において
５％以上の水準での有意差がみられ，その重要性が
示唆されたことから，これらに重点を置いたキャリ
ア教育が必要であるとしている。
これらは，その示す内容から３つに分類すること
ができる。第１は，本人のもつ基本的な習慣や，性
格にかかわるものである。「規律（を守ること）「自
律」「従順」がこれにあたる。第２は，周囲とつな
がるために必要な力となる「自己理解」「他者理解」
「対人行動」「言語化」「対人参加」である。第３は，
「周囲の理解」である。
第１のグループである「規律」「自律」「従順」を
一朝一夕に育てることは困難であり，日々の学校生
活，家庭など，すべての場面の中で育てることが大
切である。また，教員は「子どもの育ち」を意識し
たかかわり方や工夫をしていく必要がある。
第２のグループである「自己理解」「他者理解」
「対人行動」「言語化」については，教育課程に位置
づけられた時間に扱うことを提言しており，これら
の内容は授業において深く掘り下げることが必要で
あるとしている。
第３は，「周囲の理解」である。知的障害や発達
障害のある人たちの理解を促す啓発教育や人権教育
をしていくことが重要であることを示した。そし
て，最も理解が進むのは，共に生活することを通じ
てであるとしている。すなわち，学校で彼らに居心
地の良い場を作ることができれば，障害のある人た
ちの「対人参加」力を高めていくことができる。
また，学校における教育活動においては，教員が
図１　基礎的・汎用的能力４つの関係性
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キャリア教育を念頭に置いて指導を行うことが重要
であり，「目的達成に近づく意味づけ」をもって取
り組むことが不可欠である。年間計画に就労支援の
意識や，社会に出たら必ず必要になる知識を組み入
れ，どの時間に何を行うかを明確にすることが大切
であるとしている。
　4. 3　発達障害のある生徒のための社会性発達支
援プログラムの開発
　4. 3. 1　プログラム作成の手順と構造
（１）　プログラムは基礎的・汎用的能力を核にし
て作成した。具体的内容については４領域８能力の
内容を入れ込むと同時に，４領域８能力ではあまり
前面に出されていなかった「問題対応能力」や「自
己管理能力」のストレスマネージメント，感情のコ
ントロールなど「心」に重点を置いた内容を組み込
み，明確にした。
（２）　中学校，高校生活は社会に直結している。
そのため，社会からの視点の教育は重要である。障
害があっても就労では実年齢に相応する態度が期待
される。もちろん多少の遅れはジョブコーチなどの
支援によって乗り切れる。補える遅れというレベル
である。社会の求めることに適応する系統性を示す
必要から横軸にはおよその発達段階を３段階に区切
り，あるべき目標を示した。できる，できないにか
かわらず，行動とスキルにはより高いレベルがある
ことを知ること，自分のレベルを知り，自分らしい
目標をもって意欲的に取り組むことができる指針に
なるようした。
（３）プログラム内容には集団指導した方がよい
内容と個別指導したほうが良い内容が含まれてい
る。社会全体で守るべきルールの基本や規則は，一
旦は集団での指導が必要である。これは指導のベー
スラインを押さえるという意味合いを含んでいる。
しかしながら，内容によって一人一人の持つ個性，
既成の体験による違いが大きく作用していることも
あり，そういった場合には個の特性に合わせた指導
が必須になる。教師はそれを見極めながらプログラ
ムに沿った指導を進めるのが良い。また，本研究4. 2
の結果から分かったように教科指導で指導できるも
の，日々の生活で習慣づけなければならない内容も
ある。表１の備考欄には自立活動の時間や，生活単
元の時間の指導だけではなく，教科指導等に移行で
きる内容についてはそれがわかるように示した。個
別指導→（個），集団指導は→（集），日々意識して
育てる内容については「日々の指導」，教科で教え
ることができるものについては教科名を略して記し
た。
（４）　社会性を学ぶにも発達障害のある生徒の
ニーズに基づいた，学ぶ必然性を落としどころに指
導するのが効果的である。そこで，４つの領域，そ
れぞれに，生徒が抱く気持ちを「動機づけ」（実際
には生徒の願い）として記述した。教員が意識しや
すいと考えたからである。
（５）　実際の授業を行うに当たっては内容を具体
化して示す必要がある。「社会性」の向上と特に関
係が深く，基礎的，汎用的能力すべてのベースにな
る能力要素（自己理解能力，他者理解能力，課題対
応能力，概念理解）については，本研究4. 2の結果
もあることからさらに具体的内容を作った。また，
生徒の社会性の発達によって指導内容を考える必要
から，内容を「知，心，体，スキル」から迫ること
ができるようにした。これは，知的に理解していて
も，行動としてはできなかったり，感じることがあ
まり得意でなかったりする生徒がいるからである。
「知，心，体，スキル」に分けることで，　生徒の
実態あった指導の在り方が選択しやすくなることや
教員が指導目標を明確にして指導できるメリットが
ある。
　
　4. 3. 2　発達障害児特有の問題に対処するために
（１）　情緒面の発達の検討
発達障害生徒の問題の多くは，他人の立場に立っ
て物事を考えるのが難しいこと，共感性に困難があ
ること，結果の予測がしにくいこと，教わったこと
を般化しにくいことなどの特性から派生していると
考えられる。
その根本に情緒発達の問題がある。これについて
藤野９）は，「自閉症スペクトラム児（ASD）へのこ
れからの支援の方向は，社会コミュニケーションと
情動調整の２つが柱である」と述べている。
また，安藤10）は，「情緒は体の動きを基礎として
築かれるがASDの生徒は，くつろぎ型の情緒を十
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分味わっていない。」と言っている。くつろぎ型の
情緒は，満足したり，安心したりして過去を振り返
ることを促すとしている。これらを育てるようなプ
ログラムが必要である。
（２）　どういう教育を受けてきたかの検討
本田８）は，「自閉症スペクトラムの子どもに対し
ては，少なくとも小学校高学年までは特訓をしては
いけない」と言っている。訓練型で終始してきてい
る場合，指導が腑に落ちず，「心」がついて行って
おらず，傷ついたり，がまんしたりしていると考え
られる。そのために，思春期に入った時点で，人へ
の信頼感や，共感性，自己肯定感が入りにくくなっ
ていることがある。彼らが受けてきた教育が
ａ．訓練型に終始していた場合
ｂ．長所を伸ばすという名のもとに好きなことだ
けしかしてこなかった場合
ｃ．放任型で，本人が困っている様子をみせな
かったため，あまり関心をもたれず育ってきた
場合の検討である。
（３）　育ちの見直しと豊かな体験の重視
本田８）は，また，「自閉症スペクトラムの人たち
が物心つくのは，思春期である」と言っている。中
学生頃に自分の周囲のことに目が向くようになり，
急速に理解がすすむ。この時期に幅広い教育をする
ことの大切さがわかる。
研究者の多くは「知的に理解すると発達障害の人
はできるようになる」と言っている。確かにそうで
ある。しかし，知的理解としてのスキルはわかって
いても実践に結びつかないことがある。その場限り
で終わりと思うからである。教えられた内容が実感
として腑に落ちていないのである。
知だけでなく，心の育ちも考えたプログラムでな
くてはならない。
これらから情緒発達に問題がある自閉症スペクト
ラム生徒らには，「ゆったり感」を味わわせて「安
心感」を与える働きかけの教育を進める必要性がわ
かる。日常生活において，彼らに質問し，考える時
間を多く与えるような緊張した授業を展開し，そ
のあとに「よくできたね」「いい考えが出せた」と
いった教師や友人の評価により充実感のある「ゆっ
たり感」を味わわせることができる内容と，取り組
みにしていく。
また，仲間とともに楽しめるような活動を十分に
とりいれることで，「一緒に遊んで楽しい」→「人
の喜ぶことを喜べる」→「満足して心の交流が可能
になる」→「いい気分で人の言うことを聞ける」な
ど，体に働きかけるゲームや構成的グループエンカ
ウンター，体験活動を取り入れた内容を盛りこむ。
しかし，学校教育における授業時数は限られてい
るため，大きな指導の流れを作り，それに従いなが
ら個別指導で補っていく必要がある。発達障害のあ
る生徒の発達は非定型であるだけでなく，未学習や
誤学習の状態がみられるため，どの部分が未学習や
誤学習になっているのかを確認していく作業が重要
である。
　4. 3. 3　社会性発達支援プログラムの作成
上記4. 3. 2の（１）（２）（３）の検討を踏まえて，
発達障害児のための社会性発達支援プログラムを開
発した。表１はその枠組みを示している。
特に社会性と深く関係する「人間関係」「自己理
解」「他者理解」「問題対応」については，枠組みを
具体化したものを作成し，実践のための資料作りを
した。表２は，その例である。
発達障害生徒の社会性発達は不定形であるために
表１にすべてを盛り込むことには無理があった。そ
こで，これを補うために情動発達については表３で
補うこととした。
　4. 4　指導法
指導法については，研究協力員の実践から，有
効であった指導法を，KJ法を使って意見集約した。
同時に障害特性に合った指導法や，声掛けの仕方，
言語（概念）化についてまとめた。
以下は，有効な指導法として挙げられたものであ
る。
（１）　知・心・体からのアプローチ
社会性指導においても，知・心・体の３方面から
せまる指導が必要である。多面的なアプローチが必
要である。
（２）　教科における社会性向上のための取組
教師は常に社会性の向上を念頭において生徒に接
し，教科の指導においても社会性という観点から指
導することが有効である。例えば，教科で「間違い
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表１．発達障害児に対する社会性発達支援プログラム（試案）
領域 能力領域説明 動機づけ 具体的内容 中学部段階において育てたい力 高等部段階において育てたい力 就労までに身につけたいもの 備考
?????????????
「人間関係・社会形
成能力」は，多様な
他者の考えや立場を
理解し，相手の意見
を聴いて自分の考え
を正確に伝えること
ができるとともに，
自分の置かれている
状況を受け止め，役
割を果たしつつ他者
と協力・協働して社
会に参画し，今後の
社会を積極的に形成
することができる力
???????? ???? ??????? ? ???
コミュニケーション能力
・自己理解
・他者理解
人と話することが楽しいと思えるかかわりがで
きる。
・自分の気持ちを中学生らしく表現できる。達
成感に基づき肯定的な自己理解をする。どの
ような人と友達になりやすいかがわかる。
・他者を関心をもって見ることができる。相手
の気持ちを考え，立場を理解する。
人の話を聴く。自分の意見を言うことができる。
・達成感に基づく肯定的な自己理解をする。職
業との関係における自己理解する。
・自分の行動をメタ的にみることができる。
・多面的，客観的理解（他者排斥はいけない）
・個性の尊重。
人と折り合いをつけられる。
自分の欠点も含めて自分を肯
定的にとらえる。
他者受容（寛容）
注意や助言を素直に聞くこと
ができる。　
（集）・国語
日々の指導
コミュニケーション能力
スキル
・常識的な言動の技術を
知る。
常識的な言動,  必要な支援を適切に求めたり,
相談したりできる表現力。
・5W1H，挨拶，上手な断り方，お礼の言い方
などのスキルをつける。
常識的な言動,  必要な支援を適切に求めたり,
相談したりできる表現力。
・許可の得方，謝り方，人との距離，異性との
付き合い方のスキルをつける。
場に応じた適切な行動がとれ
る。困ったとき相談できる。
（集）　
国・道徳
人間関係をよくするコツ
・挨拶，身だしなみ，清
潔，マナーなどを知る。
人に嫌がられることはしない。マナーを守る。
・状況に応じた言葉遣いや振る舞いができる。
周囲への配慮。自分勝手なふるまいはしない。
人にいやがられたり，嫌われたりする自分の
行動を知る。
自分と他の人の価値観の違いがわかる。
・TPOに応じた言動，服装をする。自分はよ
くても人は嫌がっていることもあることを理
解して行動する。
気持ちのコントロールと適切
な表現力をもつ。
（集）　
日々の指導
ルールを守る
・社会の決まり事を守
る。
学校や社会のルールを守る理由について学ぶ。
・集団のルールを守る，人と人の間の約束を守
る必要性について理解する。
大人になるとルールに違反すると罰を受けるこ
とになる。
・社会的制裁がある。自分の言動への責任につ
いて知る。
社会の決まりに従える。 （集）道徳
日々の指導
協働（同）・協力
・人と協力して何かをす
ることができる。
人と協力して，働くことの大切さと充実感を知
る。
・友達と力をあわせて一つのことに取り組む。
時と場の共有。役割分担する。
協力の質や，継続することの大切さがわかる。
・自分のできることを積極的に，しかも責任を
もって取り組む。
・仕事の質を高める。継続の大切さを体感する。
・組織の中での自分の役割が
わかる。責任を持つ。
・協力の質（楽しくする）を
よくする。
（集）
全ての教育活動
集団参加できる
・心の基地をもち集団と
一人を行ったり来たり
できる。
人は一人では生きられない。生きてはいないこ
とを理解する。
・分かっている仲間の中では集団参加できる。
互いに助け合う気持ちを行動で確認する必要性
について。
・めんどくさいこと，嫌なことでも参加するの
はえらいし，必要である。
必要最低限の集団行動への参
加はできる。
（集）
体育・特別活動
振り返り
・自分を振り返り，メタ
認知力を高める。
行事や，日常生活の折々に自分のした行動を振
り返る。
・自分のしたことを思い出し，感じたり，反省
できる。テェックリストの利用。
振り返りの質を高める。
・自分を肯定的にとらえ，次の活動に工夫をす
ることができる。
日々の生活を改善してよりよ
くしていく気持ちをもつ。
（集）
日々の指導
???????????
「自己理解・自己管
理能力」は，自分が
「できること」「意義
を感じること」「し
たいこと」について，
社会との相互関係を
保ちつつ，今後の自
分自身の可能性を含
めた可能性を含めた
肯定的な理解に基づ
き主体的に行動する
と同時に，自らの思
考や感情を律し，か
つ，今後の成長のた
めに進んで学ぼうと
する力
????????
?
????????????
自己理解
・得意・不得意，長所・
短所などわかる。
自分を見るもう一人の自分に気づく。
・自己表現する。テェックリストを使う。原因
と行動，結果の関連に気づく。
メタ認知力を高める。自己を肯定的にとらえる。
・自分の認知の仕方，行動の特徴を客観的にみ
られる。
自己受容し，よりよく生きる
ための工夫ができる。
（集）
全ての教育活動
感情のコントロール（自
律）
・自分の感情・くせに気
づく，周囲の反応に気
づく。
身体の感覚を自分の意識下におく。
・コントロールできない時の状態に気づく。周
囲がどう思うかがわかる。
感情と体の動きの調整ができる。
・ストレス解消法を見つけて，切り替えを早め
る。
落ち着いて行動できる。スト
レス解消法を見つける。
（集） （個）
保健体育
健康管理
・規則正しい生活の習慣
化ができる。
規則正しい生活の必要性について十分理解す
る。
・食事・睡眠・排便・運動と健康の関係に気づく。
心と体の関係について理解する。
・ゲーム依存と睡眠，不調の原因と結果の理解
ができる。不調を相談できる。
健康は自分が作るもので，一
番の資本であることを理解す
る。
（集） （個）
保健体育
物や時間の管理
・身の周りの整理整頓，
私物と公共物の違いが
わかる。
公共物と私物の違い，約束を守ること，時間を
守ることの大切さを理解する。
・公共物の扱い，時間を管理する必要性・意義
について理解する。
管理の仕方，コツを学ぶ。
・スケジュール表やメモ帳の活用など自分に
あった整理の仕方を工夫する。
あったところに戻す習慣が身
についている。
（集）
日々の指導
金銭の扱い
・体験を通した金銭の大
切さを理解する。
生きるために必要な生活費がいることを理解す
る。
・消費生活に関する基本的事柄の理解（生活費，
通信費など）をする。
計画的な消費ができる。収入は労働によって得
るものである。
・持っている以上のお金は使わない。カードの
使い方。
労働と報酬の関係の理解と計
画的な消費ができる。
（集）
社・数
障害認識
・自分の行動特性・認知
特性を知る。
自分のくせや特徴がわかる。
・工夫すれば改善することに気づき，実行する。
結果を予測して対処できる。
・状況に応じて自己開示できる。
自分らしく生きる。 （集） （個）道徳
??????
「課題対応能力」は，
仕事をする上でのさ
まざまな課題を発
見・分析し，適切な
計画を立ててその課
題を処理し，解決す
ることが出来る力
????????
????
???????????
??
???
家庭生活や個性に関する
課題
・課題（心配ごと）の言
語化ができる。援助を
求める。
課題に気づく。
・自己変容するための課題，心配事などに気づ
き言語化できる。相談できる。
解決のために努力したり，相談できる。
・解決のためのいろいろな方法を思いつく。実
行可能なものに挑戦する。自分の努力で解決
できないことがあることを理解する。
人と折り合いをつけることが
できる。
自分の欠点も含めて自分を肯
定的にとらえる。
（個）
家庭科・道徳
学校生活における対人関
係，対立などの課題
・いじめ問題，金銭問題，
異性関係，貸借問題，
行動の解決
原因の分析ができる。
・トラブルになった原因がわかる。言語化でき
る。
課題対応のために動くことができる。
・対応策をいろいろ考え，その一つを選び実行
する。相談できる。
他者受容（寛容）　・注意や
助言を素直に聞くことができ
る。
（集）  （個）
道徳・理・数
意欲的に取り組む
・やる気，本気をだす。
結果を予想してうまくできそうなことに取り組
む。
・学級で自分のできそうな役割をとる。一生懸
命取り組む。
成功から自己有用感をもつ。
・うまくできた時に，その理由を考える。
場に応じた適切な行動がとれ
る。困ったとき相談できる。
（集） （個）
日々の指導　
進路・職業生活に関する
情報の理解・選択・処理
・自分の興味が分かる。
情報を適切に選ぶ。
進路に関する情報を集める。先輩の話を聞く。
助言を求める。
・手本となる先輩を見つける。先生に相談する。
本から探す。
進路を現実のものとして考えることができる。
・手本となる先輩を見つける。比較できる。選
択できる。判断できる。相談する。
進路を決定できる。 （集）（個）
家庭科・道徳
障害にかかわる課題
・特性の受け入れができ
る。
行動特性を受け入れる。
・自分のくせや苦手がわかる。メタ認知できる。
カバーするスキルを身に付ける。障害に対応す
る社会のしくみ，方法を知る。
・税金，ジョブコーチ，障害者手帳の仕組みを
知る。相談できる。
継続する大切さと，必要な力
を知る。
（集）  （個）
????????????
「キャリアプランニ
ング能力」は，「働
くこと」の意義を理
解し，自らが果た
すべき様々な立場や
役割との関連を踏ま
えて「働くこと」を
位置づけ，多様な生
き方に関する様々な
情報を適切に取捨選
択・活用しながら，
自ら主体的に判断し
てキャリアを形成し
ていく力
????????
?????
?????
???????
???
就労への道筋
・自分にできる仕事はな
にかという意識で活動
に参加する
夢の実現のために必要な力を知り，新しい生活
への期待をもつ。
・小さなことを確実に積み上げる。いろいろな
ことに挑戦し，体験する。
具体的な職業についての見通しをもつ。卒業後
の生活に見通しをもつ。
・自分に合った仕事を先生やハローワークの人
の助言を得て選択できる。
社会の決まりに従える。 （集）
勤労観・職業観
・言われたら素直に動け
る。働くことの意義を
理解する。
貢献の気持ちは自分の自信につながることを自
覚する。
・周囲の状況を見て，遅いところへの協力が出
来る。色々な仕事について知る。
職業生活に必要な習慣形成（報告，連絡，相談）・
職業と適性。
・アルバイトを体験する。適性が体験的にわか
る。
上司の言葉に素直に動ける。（集）
道徳・日々の活
動
向上心
・ほめられて向上しよう
とする。（積極的取組）
自分で振り返り改善しようと努力する。目標を
作る。
・学校生活，様々な機会を活用する。
失敗を生かす。工夫して成功したら，その要因
をメタ認知できる。
・さまざまな職業についての体験的理解をす
る。職業と適性の関係を理解する。
労働者の権利と義務について
知っている。
（集）（個）
道徳
将来設計
・安心して豊かに暮らす
ことを考える。
安心できる生活について考える。
・居場所（行くところがある）仕事がある。友
達がいる。
豊かな生活とは何かをイメージできる。
・自分で好きなことができる力（自立），趣味
があるなどが大事になる。
自分の目標をもつ。相談でき
る。無理をしない。
（集）（個）
障害者枠で働くこととは
・自分のできることは積
極的に取り組む。
挨拶が大事。
・親切に対して「ありがとう」「お願いします」
が言える。
権利と義務。
・障害者枠での就職の仕組みについて概要を知
る。障害者手帳の仕組みを知る。
ありのままの自分で働く。 （集）（個）
＊（集）：集団指導　　（個）：個別指導を示す
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表２　自己理解の具体的内容
自己理解
全体の目標
自分の行動や気持ちを理解するメタ認知力を高め，自己に対する客観的理解ができる。自己をコントロールし，人間関係を向上しよう
とする意欲をもつ。
具体的目標 内容 備考（含資料）
知
（知的理解）認　知
１．チェックリストや種々の検査から自分
について振り返ることができる。
２．人の行動には，原因と結果がある。そ
の因果関係を理解する。
　最近の出来事から，自分の行動や気持ち
を分析することが出来る。
３．自分がよく体験している感情と，感情
と表情の関係について理解する。また，
感情と生活場所の関係を理解する。
４．自分の認知や行動傾向を知る。
・認知パターン，行動のパターンを知る。
５．自分の長所に気づく。長所を生かす方
法を知る。
６．自分を振り返ることができる。
・学期はじめ等に自己評価し，自分につい
て振り返ることになれる。調査する。（学
年により内容を変化する）
・人は勘違いすることがある。行動の原因
をよく聞くことが大切である。どのよう
な行動をとるとよかったか。行動によっ
て，周囲の理解が変化することを知る。
・生活の色々な場面において自分はどのよ
うな気持ちでいることが多いか，場面と
感情を結びつける課題をし，グループで
話し合う。感想を書く。
・自分が理解しやすい方法に気づく。いつ
もどのようにしたら解かりやすいか場面，
場面で考える。どのような場面でどのよ
うな行動をするか，考える。
・他者評価してもらって自信をもつととも
に，学校生活のどの場面で自分の長所を
生かすことができるか考える。
・小さい時の自分をゲーム的に振り返る
SGEをする。
・生きる力チェック表，悩みの調査，学習
面の個人内差調査，ソーシャルスキルア
ンケートなどを目的に応じて使用する。
・「誤解」について原因と結果の因果関係を
示す４コマ漫画を利用する。
・よく使う感情と，使わない感情があるこ
とを知る。
・教科指導の時間を通じて理解を促す。
・アンケートに答える形で，自分の行動を
考える。
・本田真美「認知特性テスト40問」をする。
・「褒めあげ大会」を行う。
・長所を活かす方法をグループ討議する。
・SGEエクササイズ：「小さい時，私は○
○だった」
心
（気持ち，感情）
１．「楽しい」「感じる」などの構成的グルー
プエンカウンターを体験し，その気持ち
を自分の言葉で表現できる。
・感じたことを，紙に書ける。
２．感情と行動が一致できるようにする。
・悲しい時に泣ける，うれしい時に笑える。
３．人に受け入れられる体験をする。
・今，自分がどのような気持ちであるかを
感じる。
・自分の気持ちを表現する。
・友達の感じたことを聞くことで，人によっ
て感じ方が違うことを知る。
・２人組になって互いに課題で出された表
情を作り，見せ合う。
・怒った時の顔を作る。
・悲しい顔，嬉しい顔，寂しい顔等
・２人組になる。一人は要求する人，一人
は受け入れる役目をとり，決められた時
間の中で，互いにすべてが受け入れられ
る体験をする。
・カルタとり
・椅子取りゲーム
・フルーツバスケットなど
・顔をうちわなどで隠し，表情を作り，同
時に見せ合う。
・伝言ゲーム
・感情を表情で伝える
・否定されないことで，自分の気持ちの変
化を感じる。
体
（体力向上）
１．自分の体の状態や変化に気付く。（主と
して体育で）
・自分のボディイメージをもつ。
・自分の体の感覚を知る。
・リラクゼーションする。
２．集中力できる。
・協調運動やリズム運動を通して自分の思
いと行動の一致を図る。
・一人で出来る運動や好きなものを楽しむ。
（格技・水泳）
・緊張と脱力を知る。
・学校生活の中で，卓球，けん玉，キャッ
チボール，折り紙などの活動を取り入れ
る。各自が好きなものを選択できるよう
にする。
・２人３脚，音楽のリズムに合わせて動く。
・リラックスする。
・大玉遊び
・部活動などとして好きなものを選択でき
るようにしてもよい。
スキル １．熱心に，真面目に働いたり作業できた
りする自分が自覚できる。
２．挨拶やお礼の必要性を理解し，友人や
周囲の人に適切にできる。
・日記などで日常的振り返りをする。自分
の得意なことがわかる。
・活動や作業に対して，他者から評価を受
ける。
・挨拶や「ありがとう」「ごめんね」が言える。
・適切な評価を教員や，仲間が行う。
・本人が認識できるように承認する。
SGE：構成的グループエンカウンター
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を訂正する」ことがある。これを社会性と結びつけ
ると「注意を受けたときは素直に聞く」ということ
につながる。教科の特性にあった社会性を発揮した
時にはそれを褒めることも重要である。
（３）　継時処理，同時処理を意識した教材提示
視覚教材については，浸透してきているが，継時
処理と同時処理の考え方をもっと取り入れていく必
要がある。
図２は，自分の思うようにいかない問題が起こっ
た際に，解決に向けてどのような指導をしたらよい
かを例示したものである。同時に３つの解決方法
を示し（同時処理），その一つを選ぶと結果はどう
なっていくか（継時処理）を表している。このよう
な図式化した教え方をすることで，よりよい解決法
を考えることや，選択する行動で，結果が違ってく
ることを学ばせることが可能である。
（４）　具体的に教える
わかりにくい抽象的概念を，できるだけ具現化し
て生徒に教える努力が必要である。具体的に教える
ことで，行動の汎化にもつながりやすい。図３に例
を示す。これは「常識」という概念をよりわかりや
すく示したものである。「常識」という言葉が示す
概念の要素を示すことで，限局した理解から広く，
深い理解が期待できる。
図式化して同時に示すことは，情報の同時処理，
視覚的処理をしていることになる。
また，本人の行っている行動を見て，「君の今，
していることは○○ということだよ」と言語化して
表３．情動を基礎とした社会性（同じ列上にあっても，同年齢の発達を示すものではない。）
発達の
方向 発達
知 ・要求を言語化できる。 ・「同じ」「違う」を表
現できる。
・適切な言葉で表現で
きる。
・原因・理由を言え
る。～だから
・概念理解に幅が出来
る。ものを分類でき
る。グループがわか
る。
・活動の目標がわかる。 ・うまくいかなかった
点を見つけて修正で
きる。
・社会の常識がわかる。
心 ・環境の中で安心して
いられる。ゆったり
感をもつ。
・楽しさを共感する。 ・自分のやりたいこと
が明確になる。
・役割ルールを受け入
れる。
・他者に協力する。 ・欠点の受容できる。
・がんばれる。
・貢献の気持ちや使命
感をもつ。
体 ・体幹を保持する。
・姿勢が定まる。
・リズミカルに動く。 ・思ったように体を動
かすことができる。
・力をためる。
・状況に合わせて動き
を変化させる。
・対応性ができる。
・他者と共同して動く
ことができる。
・チームワークで動く。 ・役割に応じた動きを
身に付ける。
人間関
係形成
・甘えの体験をする。
（愛着関係の体験）
・人といて安心できる。
・安心できる大人や先
生を増やす。人と一
緒に楽しめる。
・立場の明確な先輩，
後輩との関係を作る。
・自分の立ち位置の認
識ができる。
・同年齢との関係を作
る。
・役割行動がとれる。
・ルールを守って行動
する。
・自分の長所・短所を
考えて行動する。
・状況ごとに求められ
ていることがわかり，
行動する。
社会的
価値観
・人といて安心したい
と思う。
・人といて楽しみたい
と思う。
・自分のやりたいこと
を大切にする。他者
の立場になって考え
られる。
・役割があることで充
実感を感じる。
・ルールを守ることが
楽しいと感じる。
・相手が，どう思って
いるか考えることが
できる。
・他者に援助を求める
ことができる。
・自分に合ったことを
やってみんなとの活
動を楽しむ。
・人に合わせながらも
自分なりの役割を感
じ，果たすことが出
来る。
やりとり ・一方的に伝える。信
頼する人に助けを求
める。
・他者の話を聞くこと
ができる。・他者と情
報交換ができる。
・自分のやりたいこと
を説明できる。
・人にわかるように話
せる。役割分担を話
すことができる。
・遊び方を他者に相談
できる。
・自分や人の短所，長
所を話し，お互いが
納得できる結論を出
せる。
・状況に合わせて会話
の仕方や考え方を変
えられる。
図２
図３．構成する概念要素
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あげることも有効である。
（５）　生き方に焦点を当てた言葉かけ
言葉かけは生徒の成長を促すためにするものであ
る。「自分を成長させようとしているね」「間違いを
なおそうとしているね」などという，生き方に焦点
を当てる言葉かけが有効である。できる，できない
ではなく，人間としての生き方を賞賛することが有
効である。また，結果ではなく，過程を評価する
言葉かけが重要である（「仕事がていねいになって
きた」成長しようとしているね」「育ってきた」な
ど）。自己肯定感を高めることばは，「共感すること
ば」であったり「プラス思考の表現」「認める言葉
かけ」であったりする。
自己理解を高めることばとしては，「○○タイプ
だね」「センスがいいね」「〇〇のくせがあるね」が
あると言い方である。
（６）　生徒に生活目標を意識化させる
明確な目標があると生活態度が変わることがあ
る。そのため，生徒個々の目標を明確に言語化し，
意識化させるようにする。日常のかかわりの中で，
言語化した目標に生徒が意識を向けるように働きか
けることが大切である。
（７）　全体指導と個別指導を組み合わせて指導する
発達障害では人への信頼感，共感性，模倣と言っ
た点の発達の遅れが指摘されている。思春期を迎え
た段階で，これらが十分に育っていないことが確認
された場合には，全体指導と個別指導を組み合わせ
て指導していくことが有効である。
（８）　社会でうまくやっていく「コツ」を教える
今までの生活の中でつくられてきた「こだわり」
や生活習慣を一気に変えることは難しい。そこでそ
の「こだわり」を訂正するよりも，社会でうまく
やっていく「コツ」として教える。
具体的には，以下のような例を挙げることができ
る。
①人間関係で使用するパターンを教える。
他者との関係つくりにおいて必要となる基本的な
パターンの学習を行う。例えば，下記のような例を
挙げることができる。
・学校で出会う人には，朝は「おはようございま
す」帰りには「さようなら，お先に失礼します」
の挨拶をする。
・失敗した時の「謝り方」，「人が厭な思いをしない
断り方」，「会話中の人への割り込み方」「了解の
得かた」については修得する。
・上司の言うことは聴く（学校では先生のいうこと
は聞く）。
・「人が見て嫌な思いをすること」については，人
の見ていないところで行う（トイレをすること，
人の嫌がるくせなど）。
・勉強と休憩，仕事と休憩の意味を知り，切り替え
が出来るようにする。仕事中にトイレに行き，長
く休むという事例がある。これはさぼることにな
る。ということなどを教える。
・わからなかったこと，理解できなかったことは尋
ね，そのままにしない。勝手にやらない，などで
ある。
②趣味を分かち合える人を見つける。
年齢は問わないが，好きなことについて話がで
き，話が弾む人をみつけることは大切である。
③信頼できる指導者を見つける。
１日に５分間でいいので信頼できる人と喋る機会
をもつ。話す機会を習慣化する。今，興味をもって
取り組んでいることや，日常の生活ぶりについて個
別に話す時間をとる。その中で，持っている価値観
や性格等について理解を深め，導くことが出来る。
④リラックスできる場所や時間をつくる
日常の活動の中に，リラックスできる場所，時間
を織り込んでいくことも大切である（落ち着ける場
所をつくる，音楽を流すなど）。
５．今後の課題
以上，本研究で取り組んだ内容について述べた
が，ここでは今後の課題について考察を加える。
（１）　教育相談的手法や生徒指導の手法の利用
特別支援教育におけるキャリア教育を進めるにあ
たって，教育相談的手法や，生徒指導の手法の利用
について，今後検討していく必要があると考えられ
る。
（２）　教員の意識を高めること
学校教育のあらゆる場面で，教員が生徒のキャリ
ア発達を意識し，社会性指導を取り入れていくこと
を促していくための取組を行っていく必要があると
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考えられる。
（３）　汎化できる力をつけていく工夫
これまで，実習などで身に付けてきた社会性はそ
の場だけに通用する「こんな時にはこうする」と
いった限定されたものであったと考えられる。汎化
できる力をつけていくためには，「こうするのはど
んな時」と言った逆の問いかけ方でも教えていくこ
とが必要であると考えられる。
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The authors attempted to create an applicable social skill development program for children with developmental 
disabilities at junior high school and high school. Because the development patterns of children with disabilities are 
not typical, individualized programs should be created for them. Additionally, it is necessary to consider both intra-
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